
寒川町非常勤特別職等の職員の報酬及び費用弁ほに関する条例

(昭和 31年 12月 1日条例第 19号)

(目的)

第 1条  こ の条例は 地 方自治法 (昭和 22年法律第 67号 )第 203条の 2の 規定に基

づき 法 律若しくはこれに基づく攻令又は条例により設置してある行政委員会 lt

属機関 選 挙事務執行機関等の非付勤の委員そのlLの構成員及び奏川町の非常勤の

職員として定めた職にある者 (以下 「非常勤職員」という )の 報酬及び費用弁憤並

びにその支絡方法を定めることを目的とする。

(報醐額)

第 2条 非 常勤駿員の報醐の額は 別 表第 1の とおりとする。

2 前 項の規定にかかわらず 支 結区分及び報酬観を日額 8,700円と定める職であつ

て、1日 の動務時間が 4時 間以内の場合にほ そ の報Bl観を 5,000円 とする。た

だし、当該職にある者が、弁霞士、医師、大学教授その他町長が副める者である

場合にはこの限υでない。

(報酬の支給方法)

第 3条  報 副は 月 頌又は年頌として定められた者はその職についた日から(団体の

長は当該団体で選挙された日から)日 額として定められた者はその勤務日数に応

じてそれぞれ支給する。

2 月 額又は年額として定められた者が 任 期満了 辞 職等によりその強を離れたと

きはその日まで (年額についてはその月まで)の報酬を支給する。ただし い かなる

場合においても重複して報醐を支治しない。

3 月 額又は年額として定められた者が 死 亡したときは 死 亡した日の属する月

(月衛として定められた者が死亡し そ の日が任期満了の月に掘するときは 任 期

満了の日)までの報割を支絡する。

4 前 3項 の規定により報醜を支給する場合において月額として定めた者がその月の



初Eか ら支摘する以外のとき 又 はその月の末日まで支給する以外のときは 日 割

計年により支治する。この場合 年 線として定められた者についても月額計算につ

いて準用する。

5 報 印は 月 額と定めた者については年月 25日 までに 年 楓■定めた者について

は 6月  9月  12月 及び 3月 に等分してそれぞれの末日までに支給する。日額と

定められた者については そ の勤務した月の翌月の 108ま でに支治する。

(費用弁住)

第 4条  井 付駒職員が職務を行うため旅行した場合には 別 表第 2に 定める額を費

用弁ほとして支給する。

2 費 用弁償の支給方法については、一般職の職員に対する旅費支給の例による。

第 5条  チ 竹勧職員のうち、町外に住所を有する者で 町 長が特に必要と擢めるも

のが住所地スは勤務地から会議年に出席するために交通機関を利用したjB合は そ

の料金の実費を支給することができる.

lll 則

この条例は、昭和 31年 12月 1日から旭行する。

～略～

開 則 (平成 25年 3月 27g条 例第 5号)

この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。



別表第 1(第 2条 関係)

奮号 職名 支給区分 報醐額

1 教育委員会委員長 月額 60 000 円

2 教育委員会委員 同 51 500 円

3 選挙管理委員会委員長 同 25 000 円

4 選挙督壇委員会委員 同 21 500 円

0 農業委員会会長 同 32 000 円

6 農葉委員会委員 同 28 100ロ

7 酸見を有する監査委員 同 143 300 円

8 議会選出監査委員 同 87 000 円

9 固定資産評価寄査委員会委員 日額 8 700円

10 国民健康保険通営協議会委員 同 8 700 円

ll 特別職報酬等華議会委員 同 8 700 円

1 2 絡合計画審携会委員 同 8 700 円

13 民生奏員推蘭会委員 同 8 700 円

14 公務災寄補償専認定曇員会妻員 同 8 ?00 円

15 公務災を捕億等書査会委員 同 8 700 円

11 スポーツ推進委員 同 8 700 円

17 社会歓苦委員 同 8700円

18 青少年指導員 同 8 700 円

19 文化財供距委員会委員 同 8 700円

20 投票所の技案管理者 1選 挙につき 26 800 円

21 期日前投票所の投票管理者 B標 23 700円

22 開票管理者 1選 挙につき 28 800 円

23 選挙長 同 30 700 円

24 投票所の投栗立会人 B額 ,5 800円

25 期日前投票所の投票立会人 同 13 900円

26 開東立会人 1選挙につき 9 400円
，
１
０
′
０ 選挙立会人 同 9 400円
０
０
０
と 選挙管埋委員会委員補充員 日額 8 700 円
Ａ
Ｊ
ｎ
Ｚ 保育国連皆秦員会委員 同 8 700円
ヽ
ｕ
（
Ｊ 業化セ ンター運営委員会委員 同 8 700円
つ

Ｊ 青少年問題脇醸会委員 同 8 700円
０
，
９
Ｊ 防災会競委員 同 8 700円
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｊ 公務災省年見舞金審査会委員 同 8 700 円
１

■

●
０ 地震災害替戒本部員 同 円8 700



35 下水道運営警議会委員 同 8 700円

36 学校医 年額 245 800 円

37 学校薬剤師 同 81900円
０
０
０
３ 民生IIS託員 向 117 700 円

39 交通指導員 同 184 300 円
ｎ
ｖ
”
！ 住居表示書議会奏員 日額 8 700円
「
４ 産業医 月額 54200回
０
４
「
“ 土Jt区画書理害議会委員 日額 8 700 円
（
３「
■ 土地区画整理評価員 同 8700円
力
■
１
■ 土地区画整理審議会委員選挙立会人 l選 挙につき 9400円
氏
Ｕ
■
， スポーツ社進審議会委員 日額 8 700 円
食
）
”
■ 都市計画警議会委員 同 8 700円
力ｒ”
■ 介護認定害査会委員 {医師スは歯科医師である

者)

同 27 000 円

０
０
１

， 介謹認定害査会安員 (医師及び歯科医師以外の

者)

同 21 000 円

ｎ
Ｊ
”
“ 個人情報保護制度運営警議会委員 同 8700円

50 個人情報保護薯査会委員 同 8 700円

5 1 情報公開制度避首審議会委員 同 8 700 円
，
‘
一５ 情報公開審査会委員 同 8 700 円
，
）
●
） 環境審議会委員 同 8700円
力
“
質
） 寒川町史編集委員 同 12 000 円
■
ヽ
ｕ 介護給付費等の支綸に関する審査会委員 (医師

である者)

同 27 000 円

い
０ 介護結付費等の支給に関する審査会委員 (医師

以外の者)

同 19000円

，
１

●

Ｊ 介護保険運営協議会委員 同 8 700 円
０
０
て
Ｊ 国民保護協 4E会委員 同 8 700 円
Ａ
Ｊ
ｒ
ｕ 文書尊運営書議会委員 同 8 700 円
ヽ
Ｗ

ハ
０ まちづくり推進会議委員 同 8 700 円

別表第 2(第 4条 関係)

区分 費用オ険の額

別表第 1に 掲げる者のう

!号から9号 までの者

ヽ

ち

特別職の職員の給与に関する条例 (昭和 38年 寒川町

条例第 3号)に定める職員の旅費の例による。

B 別 表第 1に 掲vfる者のう

ち 10号から59号までの者

寒川町職員の旅費に関する条加 昭和 38年 寒川町条

例第 7号)に定める 8級 の職員の旅費の例による。


